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第一章 考古学の枠組み 

1.過去に何がおこったか 
2.考古学者と考古学ファンのイメージ 
3.考古学の目的と方法 

第二章 状況－遺跡の認知と発掘調査 

1.発掘とは 
2.分布と予備調査 
3.発掘の手続き 
4.発掘（野外調査） 
5.保存措置と調査報告書作成（整理調査） 

第三章 型式と層位、共存 

1.層位と文化面 
2.異教時代の考古学 
3.型式学と編年研究 
4.相対年代と絶対年代の間 
5.共存資料と年代 
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第四章 考古学の文化解釈法 

1.分布状況の分析 
2.集落形態と遺跡・遺構分布論 
3.遺物の形態と機能の分析 
4.使用と廃棄、組合せと集団行動パターン 

第五章 考古学の歴史解釈法 

1.発掘調査の観察と記録の概念 
2.歴史解釈法としてのコンテキスト 
3.過去の文化的意味 

第六章 考古学と現代 

1.現代社会とパブリック・アーケオロジー 
2.遺跡の保護・修復・整備・活用 
3.考古資料の公開・展示 
4.考古学のハンズ・オンとワークショップに向けて 
5.考古学への一般評価に向けて 

第七章 これからの考古学 

 


